
最
近
の
中
国
事
情

1
学
問
・
政
治
・
文
化
管
見

一
、
北
京
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
派
遣
教
授
と
し
て

北
京
の
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
日
本
思
想
史
の
講
義
を
担
当
す
る
た

め
、
昨
年
の
八
月
か
ら
十
二
月
末
ま
で
国
際
交
流
基
金
か
ら
派
遣
さ
れ
て

北
京
に
滞
在
し
た
。
中
国
へ
は
こ
れ
で
五
回
目
、
北
京
に
は
四
回
目
の
訪

問
で
あ
る
が
、
北
京
で
の
長
期
の
滞
在
は
今
回
が
最
初
の
経
験
に
な
る
。

首
都
空
港
に
降
り
立
っ
た
と
き
、
気
温
は
摂
氏
一
四
度
の
猛
暑
で
北
京

の
夏
も
暑
い
と
聞
い
て
は
い
た
が
、
乾
燥
し
た
カ
ン
カ
ン
照
り
の
真
夏
の

太
陽
に
は
閉
口
し
た
。
し
か
し
、
夜
に
な
る
と
二
度
位
の
気
温
で
快
適

な
涼
風
が
吹
い
て
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。
宿
舎
は
願
和
園
や
北
京
大
学
に

近
い
海
淀
区
に
あ
る
友
誼
賓
館
の
長
期
滞
在
者
用
の
「
願
園
公
寓
」
に
定

め
ら
れ
た
。
私
の
部
屋
は
南
と
東
側
に
大
き
な
窓
と
べ
ラ
ン
ダ
付
き
の
掃

き
落
と
し
の
ガ
ラ
ス
の
ド
ア
が
あ
り
、
四
階
な
の
で
見
晴
ら
し
も
良
く
、

南
側
の
北
京
理
工
大
学
に
通
ず
る
道
路
に
植
え
ら
れ
た
白
楊
の
亭
々
た
る

大
樹
の
緑
の
梢
に
そ
よ
ぐ
風
情
が
何
と
も
心
地
良
か
っ
た
。

日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
北
京
外
国
語
大
学
の
な
か
に
あ
り
、
国
際
交

流
基
金
と
中
国
の
国
家
教
育
委
員
会
(
文
部
省
)
が
共
同
運
営
す
る
研
究

一
丁

ノ
イ

西
田
毅

(
大
学
法
学
部
教
授
)

機
関
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
は
現
在
、
言
謡
文
学
、
社
会
、
文
化
の
四
コ

ー
ス
が
あ
っ
て
、
定
員
枠
は
一
学
年
全
体
で
二
十
人
と
そ
の
数
が
国
家
教

育
委
員
会
に
ょ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
。
私
が
扣
当
し
た
の
は
文
化
コ
ー

ス
の
学
生
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
日
本
語
能
力
は
、
既
に
学
部
で
履
修

し
て
い
る
の
で
堪
能
で
あ
る
が
、
語
学
の
能
力
に
比
べ
て
専
門
の
知
識
に

欠
け
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
私
は
三
コ
マ
受
け
持
っ
た
が
、
演
習
ク
ラ
ス

で
は
、
中
江
兆
民
の
,
評
人
経
綸
問
答
』
と
新
島
書
簡
集
の
抜
粋
を
テ

キ
ス
ト
に
選
ん
で
講
読
し
た
。
彼
ら
は
大
学
院
生
で
あ
る
が
、
中
国
の
大

学
で
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
式
の
授
業
が
な
い
の
で
、
演
習
に
慣
れ
な
い
学
生
た

ち
は
は
じ
め
は
緊
張
し
て
い
た
が
、
す
ぐ
に
慣
れ
て
積
極
的
に
討
議
に
参

加
し
て
く
れ
て
鋭
い
質
問
を
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

唯
テ
キ
ス
ト
の
同
じ
箇
所
を
二
人
の
学
生
が
担
当
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

内
容
の
紹
介
を
し
て
意
見
を
述
べ
あ
い
な
が
ら
史
料
の
文
脈
の
理
解
を
深

め
る
と
い
う
手
法
に
、
な
ぜ
同
一
の
文
章
を
二
人
が
:
・
と
い
う
疑
問
を
抱

い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
兆
民
の
民
権
や
国
権
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
捉

え
方
の
深
さ
を
理
解
す
る
方
法
と
し
て
、
異
な
っ
た
意
見
や
コ
メ
ン
ト
を

発
表
し
お
互
い
胴
評
す
る
こ
と
が
、
独
善
的
な
文
献
の
解
釈
に
陥
ら
な

紀
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い
確
か
な
内
容
の
理
解
に
役
立
っ
こ
と
が
、
彼
ら
に
納
得
で
き
た
よ
う
だ
。

そ
の
こ
と
は
、
講
義
終
了
後
の
感
想
文
に
書
い
て
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
明

治
の
嶺
や
政
治
状
況
を
追
体
験
す
る
こ
と
の
意
味
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

な
先
入
見
や
事
後
か
ら
の
正
当
化
を
排
除
し
て
、
で
き
る
だ
け
客
観
的
に

歴
史
寵
識
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
窓
意
的
な
文
献
解
釈
の
危
険
性
、
歴

史
に
お
け
る
「
存
在
拘
束
性
」
と
想
像
力
の
問
題
等
々
、
兆
民
と
新
島
の

テ
キ
ス
ト
に
即
し
て
学
習
に
努
め
た
。
し
か
し
、
彼
ら
が
ど
の
程
度
理
解

し
て
く
れ
た
か
、
教
育
上
の
効
果
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。

日
本
愚
史
の
講
義
を
進
め
る
な
か
で
、
日
中
両
国
の
カ
ル
チ
ユ
ア
や

歴
史
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
た
こ
と
が
し
ば
し
ぱ
あ
っ
た
。
た
と
え
ぱ
、

明
治
の
知
識
人
(
知
識
分
子
)
の
評
価
の
問
題
で
あ
る
が
、
明
治
政
府
の

体
制
内
知
識
人
(
官
僚
層
を
含
む
)
と
野
に
あ
っ
て
権
力
と
一
定
の
距
離

を
お
き
な
が
ら
、
批
判
精
神
を
堅
持
し
つ
っ
い
わ
ば
是
々
非
々
の
立
場
で

口
論
活
動
を
続
け
る
タ
イ
プ
の
知
識
人
、
そ
し
て
、
反
体
制
的
な
革
命
家

や
社
会
運
動
家
の
存
在
様
式
を
日
本
の
近
代
化
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問

題
と
の
関
連
で
ト
ー
タ
ル
に
把
握
さ
せ
る
こ
と
が
む
つ
か
し
か
っ
た
。
清

末
の
政
治
改
革
運
動
や
辛
亥
革
命
、
革
命
後
の
政
治
的
混
乱
の
力
学
の
知

識
が
も
っ
と
彼
ら
に
あ
れ
ば
、
日
本
と
中
国
の
比
較
の
視
座
か
ら
天
皇
制

国
家
と
知
識
人
の
問
題
に
つ
い
て
ょ
り
深
い
理
解
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

キ
リ
ス
ト
者
や
社
会
主
義
者
の
天
皇
制
国
家
に
対
す
る
愛
憎
批
判
と
妥

協
と
い
っ
た
ア
ン
ヴ
ィ
バ
レ
ン
ト
な
態
度
や
権
力
へ
の
妥
協
と
屈
伏
の
心

理
的
な
変
容
の
過
程
を
語
る
の
に
悪
戦
苦
闘
し
た
。
方
法
と
し
て
の
比
較

の
重
要
性
を
改
め
て
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

一
丁

ノ
イ

ニ
、
「
改
革
開
放
L
 
と
社
会
主
義
「
精
神
」
の
堅
持

私
が
北
京
に
赴
任
し
て
ま
も
な
く
、
九
月
に
入
っ
て
す
ぐ
、
中
国
共
産

党
第
十
五
回
全
国
代
表
大
会
が
人
民
大
会
堂
で
開
か
れ
た
。
九
月
十
二
日

に
は
江
澤
民
国
家
主
席
が
「
高
挙
娜
小
平
理
論
偉
大
旗
幟
把
建
設
有
中
国

特
色
社
会
主
義
事
業
全
面
推
向
二
十
一
世
紀
」
と
題
す
る
詳
細
な
席
上
報

告
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
翌
十
三
日
付
の
『
人
民
日
報
』
で
報
ぜ
ら
れ

た
の
で
、
私
は
辞
書
と
首
っ
引
き
で
記
事
を
読
ん
だ
。
こ
の
報
告
は
直
ち

に
人
民
出
版
社
か
ら
小
冊
子
で
出
版
さ
れ
た
。
大
会
の
前
後
に
各
職
場
単

位
で
こ
の
報
告
書
を
資
料
に
学
習
活
動
が
大
々
的
に
展
開
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
私
も
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
教
室
で
北
京
外
大
共
産
党
委

員
会
宣
伝
部
が
編
集
し
た
「
迎
接
党
的
十
五
大
勝
利
召
開
L
(
学
習
材
料
編

集
)
や
関
連
資
料
と
し
て
の
「
学
習
江
澤
民
総
書
記
在
中
央
党
学
校
重
要

需
専
輯
」
(
九
七
年
五
月
の
講
需
録
)
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
大
学
の
党
委
員
会
宣
伝
部
が
編
集
し
た
職
場
(
工
作

単
位
)
の
討
議
用
資
料
な
の
で
あ
ろ
う
。

江
澤
民
報
告
で
は
、
現
政
府
が
推
進
す
る
改
革
開
放
路
線
や
特
色
あ
る

社
会
主
義
建
設
の
中
身
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
政
治
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
は
「
集
合
的
領
導
」
と
い
う
名
称
で
共
産
党
の
役
割
が
強

調
さ
れ
、
党
の
指
導
の
下
に
「
依
法
治
国
、
発
展
社
会
主
義
民
主
政
治
」
、

「
工
人
階
級
領
導
」
制
、
つ
ま
り
、
「
工
農
連
盟
」
の
「
人
民
民
主
専
制
」

を
堅
持
す
る
と
う
た
っ
て
い
る
(
「
依
工
農
連
盟
為
基
礎
的
人
民
民
主
専

政
」
)
。
ま
た
、
現
在
の
中
国
は
未
だ
初
期
社
会
主
義
の
段
階
に
あ
る
と
規

定
し
て
お
り
、
今
、
掲
げ
て
い
る
目
標
(
経
済
と
科
学
技
術
の
発
展
社

会
主
義
民
主
政
治
の
完
成
)
を
達
成
す
る
に
は
百
年
か
か
る
と
し
て
い
る
。

己
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そ
し
て
今
世
紀
の
偉
大
な
り
ー
ダ
ー
と
し
て
孫
文
、
毛
澤
東
と
郡
小
平
の

人
を
あ
げ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
を
述
べ
た
あ
と
、
今
は
郡
小
平
の
理
論

を
高
く
掲
げ
て
国
家
の
建
設
に
邁
進
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
結
ん
で
い

る
0

私
は
「
集
合
的
領
導
」
や
「
工
農
連
盟
」
(
労
農
同
盟
)
、
「
人
民
民
主
専

等
の
言
葉
に
、
昔
、
学
生
時
代
に
読
ん
だ
毛
澤
東
の
「
人
民
民
主
主

制
」

義
独
裁
に
つ
い
て
」
(
一
九
四
九
年
)
や
毛
澤
東
憲
法
と
も
呼
ば
れ
る
中
華

人
民
共
和
国
憲
法
(
一
九
五
四
年
制
定
)
の
幾
っ
か
の
条
文
を
思
い
出
し

た
。
そ
し
て
、
毛
澤
東
や
劉
少
奇
ら
建
国
時
の
り
ー
ダ
ー
の
社
会
主
義
思

想
と
の
関
連
性
を
意
識
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
毛
澤

東
が
ソ
ビ
エ
ト
型
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
は
異
な
る
支
配
の
様
式
と
し

て
打
ち
出
し
た
「
人
民
民
主
専
制
全
力
働
者
階
級
、
農
民
階
級
お
よ
び
都

市
の
小
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
同
盟
な
か
ん
ず
く
労
農
同
盟
を
重
要
な
基

礎
と
し
労
働
者
階
級
と
共
産
党
の
指
導
に
ょ
る
支
配
体
制
)
、
あ
る
い
は

人
民
民
主
独
裁
」
(
「
人
民
の
内
部
に
対
す
る
民
主
的
な
面
と
反
動
派
に
対

す
る
専
政
的
な
面
」
を
結
合
し
た
政
治
支
配
)
、
そ
し
て
、
最
高
の
国
家
権

力
機
関
で
あ
る
全
国
人
民
代
表
大
会
を
通
じ
て
統
一
的
集
中
的
に
政
治
支

配
を
行
う
「
民
主
集
中
制
」
の
理
論
的
継
承
を
印
象
付
け
た
毛
澤
東
が

い
う
「
民
主
集
中
制
L
 
と
は
何
か
。
そ
れ
は
単
な
る
中
央
集
権
制
の
謂
で

は
な
く
、
権
力
機
構
に
対
す
る
人
民
の
批
判
の
自
由
に
基
礎
付
け
ら
れ
た

政
治
支
配
で
あ
っ
て
、
新
中
国
創
建
当
時
の
毛
澤
東
や
劉
少
奇
ら
に
は
、

民
主
の
基
礎
の
上
に
人
民
の
政
治
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
が
可
能
で
あ

る
と
い
う
楽
観
的
な
愚
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
激
動
の
半
世

紀
の
あ
い
だ
に
建
国
時
の
政
治
的
原
則
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
実
験
の
な
か
で
経
験
し
た
政
治
幽
語

一
丁

ノ
ー

の
意
味
変
化
と
無
関
係
に
建
国
当
初
の
政
治
用
語
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ

て
い
る
他
の
例
と
し
て
、
歴
史
の
発
展
段
階
か
ら
み
た
現
代
中
国
の
性
格

規
定
が
あ
げ
ら
れ
る
。
江
澤
民
は
現
代
中
国
を
末
だ
初
期
社
会
主
義
に
属

す
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
一
九
五
四
年
憲
法
に
中
国
を
社
会

主
義
へ
の
過
渡
的
国
家
と
位
置
付
け
る
規
定
と
符
号
す
る
。
一
方
で
社
会

主
義
的
市
場
経
済
体
制
の
建
設
を
説
き
、
香
港
の
「
回
帰
L
 
に
伴
う
「
一

紀
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国
二
制
度
」
の
主
張
や
特
色
あ
る
社
会
主
義
の
纏
と
い
っ
た
現
代
中
国

の
課
題
を
強
調
す
る
政
府
が
、
こ
と
国
家
の
規
定
や
政
治
支
配
の
方
式
に

つ
ぃ
て
は
、
伝
統
的
、
古
典
的
と
も
い
ぇ
る
新
中
国
瑞
当
時
の
タ
ー
ム

を
く
り
か
え
し
強
調
す
る
態
度
を
ど
う
理
解
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
疑

問
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

政
府
が
「
近
代
化
L
 
政
策
を
推
進
す
る
過
程
で
生
じ
た
階
層
間
の
斤
得

格
差
、
党
.
纂
制
の
腐
敗
現
象
、
沿
海
部
と
内
陸
部
の
地
域
問
格
差
等
、

さ
ま
ざ
ま
の
矛
盾
を
是
正
す
る
た
め
に
、
政
肘
は
社
会
主
義
の
「
精
神
L

教
育
の
強
化
や
愛
国
心
倫
養
な
ど
引
き
締
め
策
に
苫
慮
し
て
い
る
0

い

わ
ゆ
る
拝
金
思
想
の
排
除
や
功
利
主
義
批
判
は
、
普
段
、
ど
こ
に
で
も
見

ら
れ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
近
の
高
い
経
済
成
長
率
は
、

国
民
の
あ
い
だ
に
価
値
の
多
元
化
を
う
み
だ
し
、
彼
ら
は
一
層
の
豊
か
さ

や
生
活
の
利
便
さ
を
求
め
て
、
「
西
方
的
自
由
」
や
外
界
の
情
報
に
終
に

な
っ
て
い
る
。

園
論
の
自
由
や
政
府
批
判
の
問
題
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
政
察
主
張
す

る
「
社
会
主
義
民
主
政
治
」
と
は
爽
腹
に
、
天
安
門
事
件
を
語
る
こ
と
は

依
然
と
し
て
タ
ブ
ー
で
あ
る
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
も
み
ら
れ
る
。
私
の
宿
舎
の
テ
レ
ビ
は
衛
星
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ア
メ
リ
カ

の
C
N
N
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
あ
る
時
、
訪
米
中
の
江
澤
民

が
大
統
領
と
会
談
し
た
時
、
ク
リ
ン
ト
ン
が
天
安
門
事
件
を
取
り
上
げ
て

厳
し
く
批
判
す
る
幕
が
放
映
さ
れ
た
。
し
か
し
、
 
C
C
T
V
 
(
中
国
の

テ
レ
ビ
)
で
そ
の
場
面
は
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
ダ

イ
ア
ナ
妃
の
交
通
事
故
死
も
一
切
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
な
か
っ
た
0
 
そ
れ

は
、
 
C
N
N
が
朝
か
ら
晩
ま
で
一
Π
中
、
ニ
ユ
ー
ス
を
流
し
攻
し
で
あ
っ

た
の
と
好
対
照
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
数
日
後
の
『
人
民
日
報
』
に
、
漸

ノ
イ

く
ダ
イ
ア
ナ
の
死
を
報
ず
る
加
い
心
事
轟
り
、
西
洋
の
マ
ス
.
メ
デ
ィ

ア
の
自
由
(
西
方
式
的
「
新
聞
自
由
」
)
は
商
業
主
義
的
利
益
の
追
求
と
結

合
し
た
「
残
酷
的
『
自
由
』
L
 
で
あ
る
と
論
評
し
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ

た
。Ξ

、
古
都
散
策

ブ
打
か
ら
十
月
に
か
け
て
の
二
力
月
は
、
毎
日
、
快
晴
が
続
き
雨
が
一

滴
も
降
ら
な
か
っ
た
。
空
は
抜
け
る
よ
う
響
く
高
く
澄
み
、
ま
さ
に
「
ヒ

京
秋
天
L
 
の
形
容
が
ピ
ッ
タ
リ
の
好
天
が
続
い
た
。
毎
朝
、
ル
ー
ム
サ
ー

ビ
ス
に
や
っ
て
く
る
男
性
の
服
務
員
に
「
今
天
是
秋
高
气
爽
的
好
天
气
」

と
紙
切
れ
に
書
い
て
見
せ
た
ら
、
そ
の
通
り
、
と
い
い
な
が
ら
、
何
度
も

丁
寧
に
私
の
発
音
を
直
し
て
く
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
国
慶
節
旅
行
で
山
西
省
の
太
原
.
平
遥
.
壷
口

深
布
へ
の
四
泊
五
日
の
中
国
古
代
文
化
の
ル
ー
ツ
を
探
る
旅
は
今
回
の
中

国
滞
在
中
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
っ
た
。
臨
汾
近
郊
の
丁
村
民
俗
博
物
館
や

古
代
の
伝
説
王
尭
廟
、
激
流
逆
巻
く
大
黄
河
の
壺
口
深
布
、
春
秋
戦
国
時

代
か
ら
続
く
古
都
平
遥
の
城
壁
の
什
ま
い
、
清
代
の
大
商
業
金
融
資
本
家

喬
家
大
院
、
省
都
太
原
と
晋
祠
の
旅
情
は
ど
れ
一
っ
取
り
上
げ
て
も
中
国

悠
久
の
歴
史
散
歩
の
格
好
の
主
題
で
あ
る
。
私
が
彼
の
地
で
歴
史
の
重
み

に
圧
倒
さ
れ
た
思
い
を
こ
こ
で
書
く
余
白
も
余
裕
も
な
い
。
そ
れ
は
、

)し

ず
れ
別
の
機
会
飯
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
、
北
京
散
策
の
一
端
を

記
し
て
紀
行
文
に
代
え
た
い
。

北
京
近
郊
の
名
所
と
い
ぇ
ば
、
長
城
や
明
の
十
三
陵
は
お
決
ま
り
の
観

光
コ
ー
ス
で
、
私
も
数
回
そ
れ
ら
代
表
的
な
観
光
地
を
見
る
機
会
が
あ
っ

た
。
故
宮
博
物
院
も
含
め
て
こ
れ
ら
の
観
光
地
は
外
貨
稼
ぎ
の
同
玉
商
品

紀
行
妬

紀



と
も
い
う
べ
き
場
所
で
、
い
つ
行
っ
て
も
観
光
客
で
混
雑
し
て
ぃ
た
。
故

宮
は
建
物
の
壮
大
さ
に
比
べ
て
、
見
る
べ
き
宝
物
は
す
べ
て
台
湾
に
持
ち

去
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
宝
物
館
(
清
朝
の
珍
宝
館
)
に
は
、

古
代
か
ら
近
代
に
か
け
て
発
掘
さ
れ
た
り
、
皇
帝
や
貴
族
が
集
め
た
コ
レ

ク
シ
ヨ
ン
が
山
の
よ
う
に
陳
列
さ
れ
て
い
て
、
見
て
回
る
の
に
疲
れ
る
ほ

ど
の
分
量
が
あ
る
。
私
は
R
.
F
.
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
『
紫
禁
城
の
黄
昏
』

を
片
手
に
乾
清
門
以
北
の
旧
内
廷
部
分
、
溥
儀
ゆ
か
り
の
養
心
殿
や
乾
清

宮
、
坤
寧
宮
、
御
花
園
の
あ
た
り
を
歩
い
て
み
た
が
、
大
勢
の
群
衆
に
押

さ
れ
な
が
ら
の
観
光
で
は
特
別
の
感
興
も
湧
か
な
い
。
西
太
后
ゆ
か
り
の

有
名
な
珍
妃
井
も
観
光
客
で
一
杯
で
あ
っ
た
。

十
一
月
の
あ
る
晴
れ
た
日
、
妻
と
二
人
で
西
直
門
か
ら
地
下
鉄
に
乗
り

「
鼓
楼
大
街
」
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
旧
北
京
市
街
の
胡
同
(
フ
ー
ト
ン
)

が
ひ
ろ
が
る
町
並
み
を
歩
い
て
鐘
楼
と
鼓
楼
を
見
に
行
っ
た
。
両
方
と
も

元
代
や
明
代
に
建
て
ら
れ
た
歴
史
的
建
造
物
で
、
急
な
階
段
(
七
十
五
段

あ
っ
た
)
を
上
り
つ
め
る
と
そ
こ
に
は
五
百
年
前
の
大
鐘
(
中
国
最
大
の

古
鐘
)
が
あ
っ
た
。
鐘
楼
の
す
ぐ
南
に
鼓
楼
が
あ
り
、
最
上
階
に
は
ボ
ロ

ボ
ロ
に
な
っ
た
昔
の
太
鼓
が
置
い
て
あ
っ
た
。
か
っ
て
、
城
内
の
人
々
に

時
を
告
げ
た
鼓
で
あ
る
。
鼓
楼
の
位
置
は
現
在
の
北
京
旧
城
内
で
は
北
に

偏
し
て
い
る
が
、
元
代
に
は
ち
ょ
う
ど
町
の
真
ん
中
に
当
た
る
位
置
な
の

だ
そ
う
だ
。
屋
上
か
ら
眼
下
に
ひ
ろ
が
る
旧
市
内
を
み
わ
た
す
こ
と
が
で

き
た
。
そ
こ
は
、
旧
北
京
城
壁
に
囲
ま
れ
た
「
老
北
京
L
 
の
ほ
ぽ
中
心
部

で
、
胡
同
が
大
分
、
変
形
し
て
き
つ
っ
あ
る
と
は
い
ぇ
、
よ
く
原
型
を
留

め
て
い
た
。
晩
秋
の
に
び
い
ろ
の
陽
光
に
つ
っ
ま
れ
た
四
合
院
の
連
な
る

町
に
は
、
市
民
の
落
ち
着
い
た
生
活
の
匂
い
か
た
ち
こ
め
て
ぃ
る
。
私
は

幾
度
も
の
歴
史
の
激
動
を
こ
え
て
息
づ
く
悠
久
の
古
都
の
行
ま
い
を
実
感

一
丁

ノ
イ

し
た
。
二
人
は
そ
の
後
通
り
を
南
に
向
っ
て
景
山
公
園
の
裏
手
ま
で
歩

た
0
 
胡
同
の
中
で
道
を
見
失
っ
た
り
、
道
端
で
売
っ
て
ぃ
る
山
積
み
の

い白
菜
を
見
た
り
、
羊
の
串
焼
き
の
屋
台
を
の
ぞ
い
た
り
し
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
散
策
を
楽
し
ん
だ
。
行
き
交
う
人
々
の
眼
差
し
は
、
時
に
優
し
く
、

時
に
鋭
く
、
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
活
力
と
狼
雑
さ
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
た
下

町
の
風
情
が
あ
っ
た
。

日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
学
生
K
君
の
案
内
で
宋
慶
齢
の
故
居
を
訪
ね

た
日
の
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
宋
女
史
の
旧
居
は
徳
勝
門
近
く
の
后
海

に
面
す
る
閑
静
な
地
に
あ
っ
た
。
彼
女
の
家
は
元
清
朝
皇
帝
醇
親
王
の
私

邸
跡
、
た
し
か
こ
こ
で
宣
統
帝
溥
儀
が
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
だ
。
女
史
の
生

涯
を
記
念
し
て
今
は
博
物
館
と
し
て
公
開
さ
れ
て
ぃ
る
。
室
内
に
は
、
彼

女
の
波
乱
に
富
む
生
涯
の
事
績
が
写
真
や
パ
ネ
ル
、
多
数
の
遺
品
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
そ
れ
ら
の
展
尓
品
を
見
な
が
ら
、
改
め
て
こ
の
一
世
紀
の

中
国
の
歴
史
を
思
っ
た
。
女
史
も
こ
の
国
の
人
民
も
大
変
な
時
代
を
経
験

し
た
の
だ
宋
慶
齢
自
身
は
一
九
一
五
年
に
二
十
二
歳
で
二
十
七
歳
年
上

の
孫
文
と
結
婚
、
十
年
の
結
婚
生
活
で
夫
と
死
別
、
そ
し
て
孫
文
の
遺
志

を
継
い
で
激
動
の
半
生
を
送
っ
た
。
最
後
は
国
家
副
主
席
と
い
う
名
誉
職

に
就
く
が
、
多
く
の
時
間
を
恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
の
福
祉
活
動
に
捧
げ

た
。
子
供
た
ち
か
ら
女
史
に
送
ら
れ
た
絵
や
文
字
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

彼
女
の
暖
か
い
人
柄
を
慕
う
気
持
ち
が
よ
く
表
れ
て
ぃ
た
。
大
実
業
家
宋

耀
如
の
二
女
に
生
ま
れ
た
彼
女
は
、
の
ち
に
蒋
介
石
夫
人
に
な
っ
た
美
齢

の
姉
に
あ
た
る
。
戦
後
は
妹
と
の
交
信
が
途
絶
え
た
。
毛
と
蒋
の
政
治
的

対
立
が
二
人
の
肉
親
と
し
て
の
関
係
を
切
断
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
旧
居
の
優
雅
な
庭
園
を
歩
き
回
廊
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、

し
ば
し
、
変
転
目
ま
ぐ
る
し
い
女
史
の
運
命
に
思
い
を
馳
せ
た
の
で
あ
る
。
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